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偏正書別添付 


• 取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

• ご使用前に 「ま全上のごを意」（- » 31 〜 33 ページ）を必ずお読みください。 

• イ呆証書は r お買い上げ曰•販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととちに大切にイ呆管して < ださい。 
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付属品 



付属品の買い替えは、お買い上げの販売店にご相談ください。 

かっこ【】内は、買い替え時の品番です。 

(品番は 2010 年 3 月現在のちのです。品まは変更されることびあります。） 

電源コードは、本機専用ですので、他の機器には使用しないで<ださい。また、他の機器の 
電源コードを本機に使用しないでください。 

包装ネオ料などは商品を取り出したあと、適切に処理をしてください。 

ル物部品については乳幼おの手の届かないところに適切にイ呆菅して < ださい。 


棚板 （2 枚） 


SC-HTX900 


【 RKQ2G0002-K 】 


【 RKQ2G0004-K 】 



キヤ スター 座 （4 個） 
【 TBLB 300 引 


電源コード （1 本） 
【 K2CA2CA00024 】 



転倒防止ねじ 


SC-HTX900 」； 2 本) 

:1本) 

[XTW4+16JFJK] 


棚板保持部品 （8 個） 
【 RMQ1 己 49 】 


U モコン用乾電池 
禅3あ： 2個） 


拓 


IT 


ガラス扉（左ち各]枚） 


SC-HTX 900 


左巧 【 RXQ1 已 79 】 ち用 【 RXQ1 已 79B 】 
左用 【 RXQ1 曰 07 】 ち用 【 RXQ1 曰 08 】 

左用 



HDMI ケースレり本） （1 .已 m ) 

【 K1HA19CY0001 】 






1」モコン （1 個） 

【 N2QAYB000493 】 



包装仕様図 


SC-HTX 900 


キャスター座 
HDMI ケーブル 


ガラス扉 



雷鸦 I — ド 
その他の付属品 


ラック 


ガラス扉 

U モつン 


棚板 

( 点線部分 ) 


リモコン用乾電池 


リモコン 




棚板 
( 点線部分 ) 


付属品と別売品(一6ページ)は販売店でお買い巧めいた 
だけます。パナソニックの家電製品直販サイト「パナセ 
ンス」でお買い求めいただけるものもあります。詳しく 
は「パナセンス」のサイトをご覧ください。 

CLUB Panasonic 


，観 


ん gMAA http://club.panasonic.jp/mall/sense/ 


キヤスター座 


ラック 


コード 

その他の付属品 


携帯電話からちお買い求めいただけます。 

http://p-mp.jp/cpm 
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本体（ラック) 


のフ□ントスピーカー（左）②フ□ントスピーカー（ち）③サブウー A —(側面） 

@デジタルトランス5ッター端子（ガラス扉の内側）⑤キヤスター/キヤスター座 
©キヤスター(キヤスター座での固定は不要でず。）©背面板⑧切り夕き部©開口部 



後面 




後面 


⑦ ⑧ アンプ部（一5 ぺージ) 



⑨ 

⑤ 















































































































本システムの電源を 表示部 


デジタルトランスミッターの動作時に表示 »1巳ぺージ） 



0月瞭ボイスランプ（明瞭ボイス使用時に点な) 

(-»1曰ページ） 


アンプ部 

① ② 

③ 

④⑤ 

⑥ 



1- k ! - 

-1- 


% 


◎ 

◎ 


◎ 

◎ 


B 


圓 


田力 HDMI1 A 力 HDMI 



の電源 （ AC 入力一 )( 

② スピーカー端テ 

③ 排気孔（ち却フアン） 

④ 音声入力端モ(アナ□グ） （->14ぺージ） 

⑤ デジタル音声入力端モ（一 13-15 ぺージ） 

⑥ HDMI 映像•音苗瑞モ（ィ 13. 15ぺージ） 


スピーカー端子について 

コネクターびはずれた場合などは、下図を参考に接続し 
てください。 

/コネクター 


0- 


固覃 


□ □ で 

问问问 一 r 

回凹回一 [ _ 


端子板 


コネクターの色と端テ 
板の色を含わせて、まつ 
すぐ與まで差し込む。 


ill ill HI tl HI lil lil HI ss 。 


國 


操作部 


各部のはた 5 さ 


はじめに 


己 










































































































さ百 B のはた 6 を（つづま) 



ふたのふちを巧しなび5開ける 



U モコン受信部 


操作部 


受と台を確認！（単3お） 
電池はマンガン乾電池、または 
アルカ U 乾電池をお使いください。 


電*刚 

-呂 ■ + 

、、 田 Rili イス Afl 巧 • 

/ 

\ — 正面で 7 m 政内 


^ (使用範囲は角度に 

/ 30° 

-ぶ 

f ° \より異なります） 


'送信部 


はおよその 
数値です。 


■ 使用上のお願い 

♦受信部と U モコンの間に 
障害物を置かない。 

参受信部に直射日光やイン 
バーター堂光なの強い光 
を当てない。 

♦受信部と送信部のほこり 
にま意する。 


別売品のご紹介 


■ コー ド/ ケー ブル 


コ — ド/ヶ—ブル名 

長さ 

品 番 

コ — ド/ヶ—ブル名 

長さ 

品 番 

HDM かーブル 

0 

(1.0 m) 
(1.5 m) 
(2.0 m) 
(3.0 m) 

RP-CDHS10 

RP-CDHS15 

RP-CDHS20 

RP-CDHS30 

ステレオ 
ピンコード 

c ( 111111 皿、。グ皿巧 IT 戸 

(0.5 m) 
(1.0 m) 
0 .5 m) 
(2.0 m) 
(3.0 m) 
(5.0 m) 
(10.0 m) 

RP-CAP3G05 

RP-CAP3G10 

RP-CAP3G15 

RP-CAP3G20 

RP-CAP3G30 

RP-CAP3G50 

RP-CAP3G100 

光デジタル 
ケーブル 

=^0~— 

(0.5 m) 
(1.0 m) 
0.5 m) 
(2.0 m) 
(3.0 m) 

RP-CA 2005 
RP-CA 2010 
RP-CA2015 
RP-CA 2020 
RP-CA 2030 


■ ワイヤレスシステム 

U 下のちのをお買いまめ 
<ださい。 

- SH - FX 70 

(デジタルトランス 
ミッターとワイヤレ 
スシステムのセット） 

-サラウンド スピーカー 
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ケーブル類は、置をかたや接続ち法などにより、必要な長さび異な0ます。ご購入の際は、 
長さを十分確認してください。 

別売品の品番は、2010年3月現在のちのです。品まは変更されることびあります。 


































































ラックの設置と取り付け 


設置について 


本書では、特に説明のない場合、イラストは 


SC-HTX 800 


を使用して説明していまず。 


•ラックを動かず作業は、 吕人む上で 行ってください。 

• プラスドライバーを用意してください。（電動ドライパーは使用しないでください。） 
• 不安定な場所を避けて、水平な場所に設置してください。 

• ガラス扉の取り扱いには、十分にごま意ください。 


設置例 


後面を 
壁に付けて 
設置可能 



テレビは転倒防止などの 
安を対策を必ず行ラ 
(->10ぺージ） 

設置は水平な場所に 


キヤスターは必ず 
キヤスター座で固定ずる 
(一11ぺージ） 




(お知らせ） 

• 設置機器の奥行きや接続ケーブルの種 
類によっては、壁付けびでさない場を 
びあ0ます。 

• 後面の排気孔をふさぐことになるので、 
カーテンなどの前には置かないよラに 
して < ださい。 

• 床材の素材によっては、キヤスターの 
回転跡び残る場合びあります。 

• 柔らかい床材（畳、毛足の長いじゅつ 
たんなど）の上では、キヤスターを外 
してください。（"►下試 


ラックの持ち上げかた 


0天板を面を持ち上げ、を面側の底に手を入れる ②前面側の底に手を入れ、左ちの手で水平になるよ 

うに持ち上げる 




キヤスターの取り外しかた 


床に柔らかい巧などを敷を、後面側に 
倒して、取りがしてください。 

作業時には、ラックの上や中には何ち置 
かないでください。（アンプ部やスピー 
カー部は固定されていますので、取りか 
す必要はありません。） 



を部のはた5キ J (つづま/ 
別売品のご紹介 



ラックの設置と取り付け 
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ラックの設置と取り付け（つづま) 


棚おの取り付け 


準備 

ガラスホルダーを固定しているテープをがし、棚板び 
入るようにガラスホルダーをが側に向けて開いてくだ 
さい。 


両側のダボ穴に棚板保持部品（付属) 
を挿入ずる。 



2 棚板（付属）を入れる。 

• 棚板に前後の区別はあ D ません。 


SC-HTX 800 のみ 


マグネットキヤッチに棚板が当た5な 
いように、中央側の棚板を下げて、斜 
めに入れる。 

• 棚板の両側び棚板保持部品より上になるよラ 
に入れてください。 


マグネットキャッチ 



3 棚板保持部品の上に棚板の溝び合うよ 
うに棚板を載せ、 7 j < 平に設置ずる。 

• ちラーちの棚板ち同じよラに設置してくださ 
い。 
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棚板に収納できる機器について 


棚板保持部品を挿入ずる位置によって、収納部（上段/下段）の高さを調整できまず。 
下表を参考にお持ちの機器を正し < 収納して < ださい。 


棚そ反保持部品 
挿入に置 

一番上 

^ ^ _ ^ 

-この高さを 
- 調整で走ます。 

1 。 1 - 1 ミ呂 1 



r ' 

J - 収納部(上段)1 ■Ay 


中巧 一 
一番下 一 

- - — 

一 1 1 。 




/ 一 収刪 pIK 下段） 

1 


^ ^ 単位 （ mm ) 


※表の数値を超える與行をの製品については、棚板保持部品を一番下に挿入し、収納部让啟に設置して 
<ださい。その際は、切り欠を部「大窓」を取り外して<ださい。（一下記「コードの取り出しについて」） 


席、知 S せ） 

• 収納部の上段娜板）と下段値板）には、12倍を超える機器を設置しないでください。 
• 本システムと各機器の接続については、 ] 3〜]日ページをご覧ください。 

•録画臟器を上段（棚板）に載せると、映像に障害び出る場台びありまず。その場合は、 
下段（底板）に設置してください。 

•収納する機器によっては、機器のコードが接続でさない場をびありまず。切り欠き部 
からコードび出る位置に棚板の高さを調舊し、磯器を収納してください。 

•ち図のよラに下段（底板）に設置した場台、背面板止めの楼びあるために、奥行きの 
長い臟器び正しく設置されないことや収納した機器のコードび接続でさないことびあ 
0ます。 


(横側断面図） 


上段（棚お） 
下段（底板） 



機器をラックに設置した後、コードを背面板の開□部より 
引を出す。 

* コードび太く、開□部から引を出せない場合は、切り欠を部 r ル窓」 
を取りがしてください。 

* 設置する機器の奥行をび長い場合などは、切り欠を部「大窓」を取り 
外してください。 
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切り夕さ部の取りがしかた 

切りでさ部 r 大窓」 



ミシン線 



すで黒丸で示した圏巧を親指で押ず。 

f J ' 親指 U 外の指び-シン線の巧測に 
かか5ないよラにしてぐださい。 


切0巧定部「ルを」 


コ—ドの取り出しについて 馆機器の取扱説日月書もご覧くだをぃ。) 


棚板保持部品の 
挿入位置 

収納部 

収納部の高さ 

収納可能な製品の奥行を 

収納自 

15の幅 

SC - HTX 900 

SC - HTX 800 

SC - HTX 900 

SC - HTX 800 

SC - HTX 900 

SC - HTX 800 

番上 

上段 

79 

84 

310しが 

280しが 

48已 

448 

下段 

12己 

118 

中央 

上段 

109 

114 

下段 

95 

88 

一番下 

上段 

139 

144 

下段 

65 

己8 


ラックの設置と取り付け (0 づさ) 




























































































ラックの設置と取り付け（つづま) 



r お知 S せ） 

• 天板にはし^下の重量を超える機器を設置しないでください。 

SC-HTX900 い2日 kg 


SC-HTX 800 


•テレビは持ち上げて移動してください。引さずるとラックの天板を傷つけることびあります。（持ちかたについては、テレビの 
取扱説明書をご覧 < ださい。） 

• 回転機能付さの据置さスタンドを回転してご使用になる場合には、テレビび壁に当た b ないよラに壁から離して設置してくださ 
い。 

• 本システムは防磁設計ではありません。ブラウン管テレビを設置しないでください。 

• 本システムの天板の上にはテレビ外は置かないでください。特に次のような物は置かないでください。 

-熱いものを置くと、跡び付いて取れなくなる場をびあります。 

-水の入った花瓶などを置くと、倒れた際に水び本システムにかかり故障の原因になりまず。 


テレビの輕倒防止について 


■ ラックへの固定 

• 化ず本システムに付属の起倒防止ねじで 、 転倒防止ベルト（テレビに付属）を下図のよラに取り付けてく 
ださい。 


质知5が 

• 転倒防止ベルトびテレビに付属していない場合は、市販のベルトで固定してください。 
■強く締めすざると、空回 D して固定できなくなります。 

■テレビ側の取り付けは、テレビの取扱説明書に従ってください。_ 


■ 壁面への固定 

• テレビの取扱説明書に従って<ださい。 

•壁和せの材質に適した市販のねじ、丈夫なひも、または鎖などでしっかりと取り付けて<ださい。 
•壁やせにはテレビの重量を支えられる強度が必要です。詳し<は、専門業者などにご相談<ださい。 


馈置例) 


SC-HTX900 



SC-HTX 800 



イラストはイメージです。実際の商品と形状び異なる場合びあります。 


10 

















































































キヤ スターを 固定ずる 


4箇所のキャスターにキャスター座を敷い 
て、固定する。 


わ 


カバー 


力け' 一と 
’、，矢印を 
' 合わせる 


矢印 
キャスター座 


■ 固定ずるキャスター 


SC-HTX900 


(前面） 


SC-HTX 800 


(前前 


(後面） 


ぶ. 

■ ft ■ in ■ in • in ■ 


•固定ずる 



•固定ずる 


キャスター座がはみ出さないよラに、前面側のキャスターを内向をに設置して <ださい。 

(外向を） （内向き） 


X 左〇左 


作業中に指をはさまないよラにご注意ください。 

ラックの持ち上げかたについては、7ページをご覧ください。 


ガラス扉の取り付け 


プラスドライバーは、ねじの大きさに合つたサイズをご使用ください。 


■ をちガラス扉の見分けかた 

マグネットキヤツチに巧びあるほラび、ガラス扉の裏側になります。 




ガラス扉裏側 

ン 




') - 1" 

') - 1' 


ガラス扉裏側 

ン 


巧 

L 


〇 



準備 

ガラスホルダーのずベてのねじを取りがし、板を取 
り出して < ださい。 




ラックの設置と取り付け(っづき 






































































































ラックの設置と取り付け（つづま) 


SC-HTX900 

1 ガラス扉（付属）を奥まで挿入ずる。 

• イラストは左ガラス扉の取り付け例です。 


上下2箇所のねじを仮留めし、 
ガラス扉の上下の透き間を調壁 
する。 



上下の透さ間 


3 3箇所のねじをしっかり締める。 

• 調整した位置からずれないよラに気を付 
けて < ださい。 


SC-HTX 800 


1 ガラス扉（付属）を奥まで挿入する。 

• 表側に貼付されているズレ防止シートは、 
そのままの状態で取り付けてください。 

• イラストは左ガラス扉の取り付け例です。 


2 手前の2箇所のねじを仮留めし、 
ガラス扉の上下の透き間を調壁ず 
る。 



上下の透き間 


3 先に手前の2箇所のねじをしっか 
り締めてか！5、奥の2箇所も締め 
る。 

• 調整した位置からずれないよラに気を付 
けて < ださい。 




ねじ 






































































ARC (Audio Return Channel ) (一 下記）による簡単接続：従来、本システム（ホームシアターオーデイ 
オシステム）とテレビの接続には HDMI と光デジタルの2本のケーブルび必要でしたび、 ARC に巧応ずる 
ことで本システムと ARC 対応のテレビとの接続は HDMI ケーブル1本で可能となりました。 

付属の HDMI ケーブルは ARC 対応でず。 


ARC 非対応テレビの場合 


ARC 対応テレビの場合 


テレビの音声を楽しむときに 
必要です。 

■ 光デジタルケーブルの 
接続方法 

ケーブルを急 
な角度に折り 


※付属の HDMI ケーブルは、テレビ 
との接続にご使用ください。 



ブルーレイデイスクレコーダー/ 
DVD レコーダーなど 


CATV セットトップボックス 
など（一1已ぺージ） 


■ 付属 L ソ外の HDMI ケーブルをご使用される場合 

• 当社製 HDMI ケーブルを推奨します。 

品番： RP-CDHS1 0(1.0 m). RP-CDHS] 己 （1 .己 m)、RP-CDHSS0 (2.0 m)、RP-CDHS3 日 （3.0 m) など 
• HDMI □コ（一表紙）のある 「Hi 邑 h Speed HDMI™ ケーブル」をお買い求めください。 

• 108 Op 出力時は、 Hi 呂 h Speed HDMI™ ケーブルをおすすめします。 

■ ARC (Audio Return Channel ) について 

HDMI Ver.1.4 で新たに追加された機能です。 

テレビなどの HDMI 入力端テから本システムの HDMI 出力端子にデジタル音声信号を送ります。 

■接続するテレビの ARC 対応/非対応にっいてはテレビの取扱説明書をご覧 < ださい。 



接続ずる 


• 接続するとさは、各機器の電源を切ってください。 
• 接続する各機器の取扱説明書ちご覧<ださい。 


■ 使用するケーブル： 「付属品」> 3ぺージ)、 r 別売品のご紹介」（马己ぺージ） 


HDMI ケーブル （付属または別売） 

〇-〇 


光デジタルケーブル（角型） 巧り売） 

1(1 - DI 叫 ^ 


ステレオピンコード 用り売） 


HDMI 端子がある機器を接続ずる 


i 


デジタル有声入力 


ラックの設置と取り付け(っづき/接続する 
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ち続ずる（つづま) 


• 接続するとさは、各機器の電源を切ってください。 
• 接続する各機器の取扱説明書ちご覧<ださい。 


HDMI 端子びない機器を接続する 


映像コードは、テレビとさ映像機器を直接接続してください。詳しくは接続ずる機器の取扱説明書をご覧く 
ださい。 



:接続する機器に音声出力び2系統ある場合、この接続をすると、本システムの電源を切ってち接続し 
た各機器の音声信号をテレビから出力でをます。 

《2、《3 :お持ちの機器に合わせて接続してください。（ずべての端子に接続ずる必要はありません。） 
デジタル音声出力（光）端テがある場合は※2の接続をしてください。 
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本システムの HDMI 入力端子びすべてほ用されている場合について 


HDMI 端テのある CATV セットトップボックスなどを接続ずる場合で、本システムの HDMI 入力端子がず 
ベて使用されているときは、下記の接続をしてください。 


ARC 非対応テレビの場合 


ARC 対応テレビの場合 



テレビの音声を楽しむとをに一 
必要です。 

■ 光デジタルケーブルの 
接続ち法 

ケーブルを急 
な角度に巧0 
I 曲げない 


CATV セットトップボックス 
など 


(走知5せ） 

ビエラリンク （ HDMI ) 対応のテレビと接続している場合、テレビ（ビエラ）に合わせて、本システムの入力も CATV セットトッ 
フボックスなどに自動で切 D 換わる設定にできます。（一乙4ページ） 


—ドの接続 



電源コードは必ず最後に接続してください。 

電源プラグをコンセントに接続した状態で、本システムとすべての接続機器の電源び切れているとをは、 

約 0.0 日 W の電力を消費しています。長期間使用しないとをは節電のため巧いておくことをおすすめします。 
電源プラグを抜くとさは、必ず本システムの電源を切ってから抜いてください。 


接続ずる (つづ董 
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ワイヤレスシステムを使う 

当社:製 SH - FX 70 (別売）をほ用して、をちサラウンドスピーカー(別売）をワイヤレスで接続 
することびでをます。 

SH - FX 70 は、デジタルトラジスミッターとワイヤレスシステム本巧のセツトです。 


1. ワイヤレスシステムにサラウンドスピーカーを接続ずる。 

• 詳しくは、 SH - FX 70 の取扱説明書をご覧ください。 

設置 例： スピーカーシステム SB - HS 500 A 烟慌）を接続した場合 



本システム 


サラウンド 
スピーカー(左) 
刷売） 


ヴラウンド 

スピーカー （ち）（別売） 



サラウンド スピーカーは 
視聴位置のやや後ちの左ち 
に設置してください。 


I ； /ワイヤレスシステム 
( SH - FX 70) (別売） 


2. 本システムにデジタルトランスミッターを挿入する。 

• 挿入するとをや取りがすとさは、本システムの電源を切ってください。 



■ デジタルトランスミッター表示について 

デジタルトランス5ッターの挿入後、電源を入れると（一17ページ)、デジタル 
トランス5ッターび検出され、表示部に"の"び点なします。 

(検出動作中は点滅し、検出されると点なになります。） 

デジタルトランス=ッターを巧入していても、下記のよ5な場合は、ワイヤレスヴ 
ラウンド スピーカーは 動作しません。 

• 表示部に "SRD" び点なしていない条件（ステレオ再生時）のとを (W は消な) 
•電波び途切れているとを （ SH - FX 70 の電源び切れているとを） Cm は点滅） 


(お知 S せつ 

1 にご 各スピーカーか b 視聴位置までの距離を設定すると、視聴位置に届<音の遅延時間を補正することびでさます。 （一 23ページ) 
























































スピーカーの 音を確認-調整ず る 


テスト信号で音声の出力を確認する 


本リモコンを本システム操作部の受信部（一巨ぺージ）に向けてください。 

本システムの電源を入れる 
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テスト信号を出力ずる 
巧す 

約2秒間隔で下記のよラにテスト信号び出力され 
ます。 

「忙がぃ忙が/?— TESTRS ^ -n 
I TESTSW ^ 7 ■な 7 ■け※*-1 



し3 


4 


※ワイヤレスサラウンドスピーカーを使用時 
(一1巳ぺージ）に表示 
スピーカー表示 

L : フロント左、/?:フロントも、 

SW ： サフウー八 一、 

RS . ワイヤレスサラウンドち、 

LS ： ワイヤレスサラウンド左 

通常聞く音量にする 

巧ず 

テスト信号び聞こえることを確認してください。 

調整範囲：り（最ル）〜^りり（最大) 

テス ト信号を止める 

巧ず 


胃音量胃 


テスト 


(お知らせつ 

スピーカーか6テスト信号び出力されない場合は、 コネクターの 接続を確認し 
てください。（一己ページ） 


テスト信号でサブウー八一やワイヤレスサラウンドスピーカーの音量を調舊ずる 


テスト信号を出力しまず。（-»上記手順1~ 3) 

1 . [スピーカーレベル]を巧して、スピーカーを選ぶ 

SW 一/?※ワイヤレスサラウンドスピーカー使用時 （一 16 ページ）に表示 

L 」 


2 . 


• [スピーカーレベル+、一]を押すと、[スピーカーレベル]でサブウー八一を選ばなくてち、サブウー 
八一の調整びでをます。 

[スピーカーレベル+、 一] を巧して、音量を調整する 

•フロントスピーカーは、この操作では調整でをません。 

• 調整中は調整しているスピーカーからテスト信号び出力 
され、操作後、約2秒経つと、再び順に出力されます。 

手順1.と2.を繰り返し、さスピーカーを調整ずる 
調整を、テスト信号を止めてください。（一上記手順 4) 


調整範囲： 

SW : OFF 、 MIN 、 1〜15 、 MAX 
悅、 LS : -10~+ 10 


(お知らせ） 

上記の調整をすると、サウンドモードの各スピーカーの音量を同時に調整されまず。 



ワVヤレスシステムを使ラ/ 
スピ—力—の音を確認•調整ずる 
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テレビや映画、音楽を楽しむ 


準備 


テレビの電源を入れ、テレビのリモコンで本システムを接続した入力 （[ HDMI ] など）に 
切り換える。 




2 


3 

4 


電源 

〇 

本システムの電源を入れる 

巧ず 

テレビ 

接続している機器の入力を選ぶ 

口 

巧ず 

または 

BD / 附 D 
□ 

TV :テレビ （ HDMI 出力、光り 

BD/DVD :ブルーレイディスクレコーダー、 

DVD レコーダー ( HDMI 1) 

AUX1 :巧部1端子に接続した機器 ( HDMI 2) 

または 

AUX2 :が部2端子に接続した機器（光 2) 

AUX3 :が部3端子に接続した機器（音声入力） 

タト部入力 

AUX4 :が部4端子に接続した機器（音靑入力） 

□ 

■ "AUX1" 〜 は[夕1•部入力]を巧ず 
ごとに切り換わりまず。 


接続している機器を再生する 


、 口 

〇 

+ 

量 


音量を調整する 

ず 

調整範囲； り （最小）〜 ブりり （最大） 

■再生を楽しんだ後は、音量を下げてか5 


[電源]を押して、電源を切ってください。 

• 本体でも操作でをまず。（一> 已ぺージ） 

その場合は、上記手順2で [ 入力切換]を巧してください。 

(巧すごとに入力び切り換わります。） 


广お知らせ） 

• HDMI 入力端子に接続した機器を再生中に、入力を "の/" 

に切り換えてち、 HDMI 入力端子に接続した機器の映像また 
は音声は [HDMI 出カテレビへ （ARC 対応)]端子か6出 
力されます。 

両方の HDMI 端子に機器を接続してしぶ場合は、最後に入 
力を選択した方の機器の信号び出力されます。 

• 本システムの電源び切れていてち、 HDMI 入力端子に接続さ 
れたレコーダーなどの映像/音声信号び本システムを通過し 
て、 [HDMI 出カテレビへ （ARC 対応)]端子に接続された 
テレビへ伝送されます。 （スタンバイスルー磯能） 

■本システムは 3 D に対応していまず。 

3 D 対応テレビ、 3 D 対応のブルーレイディス 
クレコーダー/プレーヤーを本機に接続して、 
市販のブルーレイ 3 D ディスクなどを迫力ある 
3 D 映像でお楽しみいただけます。 


再生中にヴプウー八一やワイヤレスヴ 
ラウンドスピーカーの音量を調壁する 


1. [スピー カーレベル] を 巧して、 
スピーカーを 選ぶ 

SI //- /7 S *"- LS ^ ※ワイヤレスサラウンド 

I_ I スピーカー使用時 

(-»1日ぺージ）に表示 

-[スピーカーレベル+、一]を押すと、[スピー 
力ーレベル] でサブウー八一を選ばなくてち、 
サフウーノ V —の調整びでをます。 

2 . [スピーカーレベル+、一]を押して、 
音量を調整ずる 

調整範囲： SW: OFF 、 MIN 、 1 〜 15、 MAX 
RS. LS：- fO 〜 + fO 


「お知らせ） 

• 音びひずむ場合は、スピーカーレベルを下げてください。 

• ワイヤレスサラウンドスピーカーを使用していても、表示部 
に ‘‘SRD’ び点口していない条件（ステレオ再生時）では 
スピーカーレベルの調整はでさません。 

• サウンドモード （一 I9ページ）は、各モードごとにスピー 
力一の音量調整びでさます。 


















































いろいろな音場効まを楽しむ 


サウンド効果 
■サウンドモード 

音声に広びり感や臨場感を与えるサラウンド効果 
や声を聞さとりやすくする効果、迫力のある音に 
する効果などを楽しむことびでをます。 

• 5,1チャンネルで聞いているよ5なサラウンドち生びでさまず。 
• ドルビーパーチャルスピーカー(ィ下記）び働きます。 
•サラウンドスピーカー (^16 ページ）を使用す 
ると、サウンドモードびより効果的に楽しめます。 


モード + m ^ • 巧ずと現在のヴウンド モー ドび表示され、 
UIt > 再度押すと モー ドび切り換わりまず。 


STANDARD 

(スタンダード） 

標準の再生モードです。立体的な広び 
0 のあるサウンドを楽しめます。 

2 チヤンネルステレオ信号の場合は、 
同時にドルビープ□□ジック n 
(一下記）び働をます。 

STADIUM 

(スタジアム） 

觸説の声はそのままに、その場でス 
ポーツ観戦しているよラな臨場感を昧 
ねえまず。野球やサッカーなどのス 
ポーツ中継に適しています。 

MUSIC 

(5 ユージック） 

自然な広びり感とダイナブックなサウ 
ンドで、音楽び楽しめます。 

CINEMA 

(シネマ） 

映画館のよラな迫力ある低音とにびり 
のある臨場感び楽しめまず。映画鑑賞 
などに適しています。 

NEWS 
(ニュース） 

ニュース解説などの声び聞さとりやす 
<なります。ニュース番組など声を中 
むにした番組に適しています。 


■ ドルビー バー チヤルス ピーカー 

サラウンドスピーカーを接続しなくても、已，1 
チヤンネルシステムで聞いているよラな立体的な 
仮想サラウンドを楽しめます。 

[田 VS ] を押ず 

•同時にサウンドモードび円 D" になります。 

■ ドルビープ□□ジック n 

テレビの音声や CD などの2チヤンネルステレオ 
信号を已.1チヤンネル化し、サラウンドで楽し 
むことびでをます。 

[田 PLn ] を押す 

•同時にサウンドモードび "SraWD/lRD" になります。 


_サウンド効果を切る_ 

FT ] 押す 

•サウンド効果びない状態になります。 

• 入力信号びドルビーデジタルや LPCM (マルチチャ 
ンネル）などのサラウンドデジタル信号のとさは、 
信号を 2. 1チャンネルに集約して再生します。 

• サラウンドスピーカーを接続しているときは、信号 
を集約せず、そのまま各スピーカーから再生します。 


_音声を明瞭にする（明瞭ボイス）_ 

テレビドラマや野球解説などの音声を聞を取りやす 
くし、またテレビ画面の方向から音び聞こえてくる 
よラな効果び楽しめます。 

効果び不要な場合は " OFF . を選んでください。 

[明瞭ボイス]を巧して "OAT を選ぶ 

" OFF " (切） 《 " OA /" (入：初期設定） 

(押すたびに切り換わります。） 

• この機能び「入」のとをは、操作部の明瞭ボイス 
ランプ（一已ページ）び点なします。 

• 本体でち設定でをます。»已ページ） 


ル音量時でち臨場感のある効果を 
楽しむ（ウイスパーモードサラウンド） 

サラウンド再生時（表示部に " SRD " び点な）のみ 
効果びある機能です。 

ル音量にしてち臨場感のある効果び楽しめます。 

[ウイスパーモードサラウンド]を押して " W . S . ON '' 
を選ぶ 

• 初めに現在の設定び表示されます。 

" W - S . OFF " (切；初期設定 ） "W ぶ. ON " ( A ) 
(押すたびに切り換わります。） 


广お知 S せ） 

• 下記のよラな場合には、各サウンド効果は使用でをません。 

• すべてのサウンド効まび使用でさない場合 

光デジタル接続をしている場合で、 LPCM のサンプ U ン 
グ周波数び48 kHz を超える信号再生時。〔入力されると 
自動的に解除されます。）その後、他の信号を再生して効 
果を使用するには、再び[モード]を押して選んでくださ 
い。 

• ドルビープ □□ ジック n が使用でをない場台 

ドルビーデジタルや DTS、LPCM (マルチチャンネル） 
などのサラウンドデジタル信号再を時。 （2 チャンネル音 
声の場をを陈<。） 

• ドルビーバーチャルスピーカーび使用できない場合 

ワイヤレスサラウンドスピーカーを使用している場合で、 
サラウンド再生時。 

• サウンド効果び切れているとをに[モード]を押すと、 
^STANDARD " に設定されます。 

• 2チャンネル入力時にサウンド効果を切っていても、そ 
の後マルチチャンネルび入力されるとサウンドモードび 
STANDARD " に設定されます。（ワイヤレスサラウンド 
スピーカーを接続している場合を除<。） 


楽しむ 


テレビや映画、音楽を楽しむ 
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ビエラリンク （ HDMI ) をほう 


ビエラリンク （HDMO (HDAVI Control ™) とは 

参本システムと HDMI ケーブル（付属または別売）を使って接続したビエラ U ンク対応機器を自動的に連 
動させて、1」モコン！つで簡単に操作でをる機能です。各機器の詳しい操作については、それぞれの取 
扱説明書をご覧<ださい。 

《すべての操作びでさるちのではありません。 

• ビエラリンク （HDMI) は、 HDMICEC に onsumer 曰 ectronics Control) と呼ばれる業界標準の 
HDMI によるコント□-ル機能をベースに、当社独自機能を追加したものです。他社製 HDMICEC 巧 
応機器との動作保証はしておりません。 

参ビエラ U ンク ( HDMI) に対応した他社製品については、その製品の取扱説明書をご確認ください。 

• 本システムはビエラリンク （HDMI) Ver. 己に対応しています。 

ビエラリンク （HDMI) Ver. 已とは、従来の当社製ビエラ U ンク機器にも対応した当社基準でず。 

(2010 年3月現在） 




本システムとビエラリンク （ HDMI ) に対応した当社製テレビ（ビエラ） 
(ディーガ）を HDMI ケーブルで接続しまず。 

- HDMI 規格に準拠していないケーブルでは動作しません。 

-詳しい接続については13ページをご覧ください。 


と レコーダー 


ビエラリンク （HDMI) を正常に動作させるために 


設定 

•テレビ（ビエラ）の「電源オン時の音声出力 J を「シアター （ AV アンプ）」にずる。 
•テレビ（ビエラ）で r 音声をシアター （ AV アンプ）か5出ず」を選ぶ。 

•テレビ（ビエラ）のサウンドモードを"オート"にずる。 

操作 

1. テレビ（ビエラ）1；(外のすべての機器の電源を入れる。 

2. テレビ（ビエラ）の電源を入れる。 

3 . テレビ（ビエラ）の入力を本システムを接続した HDMI 端テに切り換える。 

4. 本システムの入力を HDMI 入力に切り換えて、レコーダ ー( ディーガ）などの画像び正しく 
映るか確認する。 

(お知らせ） 

•各機器びビエラ1」ンク （HDMI) を働かせる設定になっているか確認してください。 

•機器を追加したときや接続し直したとき、 「HDMI によるコント□-ル機能の設定を変更する」（一乙己ページ）をを 
更したときにをこの設定を行ってください。 


ビエラリンク （HDMI) を使わないとまは 


「HDMI によるコント□-ル機能の設定を変更する」（-» 23ページ）で "CTRL OFF " を選んでく 
I ださい。 
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ビエラ U ンク （HDMI) ででまること 


テレビ{ビエラ）のリモコンで巧ラ操作です 



必ず 吕〇ぺージの 「ビエラ リンク （ HDMI ) を正常に動作させるために J を巧に行ってください。 

本 U モコンの電源ボタンで電源を入れずに、テレビ（ビエラ）の U モコンで r 音声をシアター ( AV アンプ)から 
出す」を選択してください。（本システムの電源び自動的に入ります。） 

•テレビによって、操作は異なります。詳しくはテレビ（ビエラ）の取扱説明書をご覧ください。 

本システムの電源び自動で r 入/切」 

でをる。 

テレビ（ビエラ）の電源を入れると、本システムの電 
源ち入ります。 

テレビ（ビエラ）の電源を切ると、本システムの電源 
ち切れます。 



本システムの音量調整ができる。 

テレビ（ビエラ）で音量を調整すると、本システムの 
音量ち調整でをます。 


話 


音量調整 


ヴウンドモードを自動で設定できる。 

「番組ぴったりサウンド（オートサウンド連携)」 
•ビエラリンク （ HDMI ) Ver .3 しソ降に対応の当社製 
テレビ（ビエラ）との組み合わせのみになります。 

. 手動での設定ちでをます。 


才ート 


テレビ（ビエラ）か5音声を出ずように 
切り換え5れる。 

•テレビ（ビエラ）のビエラ U ンクこューから 
「音声をテレビから出す」を選択します。 

•ビエラリンク ( HDMI ) Ver .4 し U 降に对応の当社製 
テレビ（ビエラ）との組み合わせの場をは、自動的 
に本システムの電源を切る設定がでをます。（こまめ 
にオフ機能） 


音声をテレビ 
か5出す 


イラストは、イメージであり、実際とは異なる場含があります。 


(お知らせ） 

• テレビ（ビエラ）のリモコンの操作で本システムの電源を切 
ると、ビエラリンク (HDMI) に対応したレコーダー(ディー 
ガ） と HDMI ケーブルで接続している場合は、レコーダー 
(ディーガ）の電源ち切れます。 

• ビエラ U ンク (HDMI) Ver. 4切降に対応の当社製テレビ 
(ビエラ）との組み合わせの場合は、本システムの電源を入 
れると、テレビ（ビエラ）び「音声をシアター （AV アンプ） 
か5出す」設定になります。 


•番組ぴったりサウンドは、の場合に働きます。 

-ビエラリンク 〔HDMI) 対応の接続機器でデジタル放送の 
番組を視聴中または再生中、 DVD、CD. SD などを再生中。 
-自動的にサウンドを切0換えるかどラかの設定びでさま 
ず。 

•詳しくは、各機器の取扱説明書をご覧ください。 

• テレビ（ビエラ）の U モコンで、チヤンネル選択などの操作 
を行ラと、本システムの入力び "7 V " に切り換わります。 

• HDMI 入力端子に接続したレコーダー(ディーガ）などを再 
生すると、本システムの入力び自動で HDMI 入力に切り換 
わ0ます。 

• テレビ（ビエラ）と本システムの音量調整の最大値び異なる 
場合びあります。 


ビ H ラリンク ( HDMI ) を使う 
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本システムの設定を変更ずる 


基本の操作 



電源- 1レ'' 

〇岂 


BDM ) 腳か 

□ ZD 



1 - 霞 

設定モードに入る 

〇 

約2秒間巧したままにずる 

設定項目び表示されます。 



こ n 設定を変更ずる 

r 6 ft 変更ずる項目を [◄][►] で選び、 
^ [ミ夫定]を巧ず 


設定項 g 

設定内容 

ぺージ' 

ECO MODE 

消費電力を抑える（エコモード） 

23 

BASS 

低音の音質を調整する 

TREB 

高音の音質を調整する 

BALANCE 

フロントスピーカーの音量 
バランスを調整する 

《DISTANCE 

各スピーカーの距離の差を補 
正する 

HDMI 

HDMI によるコント□-ル機 
能の設定を変更する 

TV AUDIO 

テレビ音声を光デジタル入力 
に固定する 

《STB AUTO 

自動で入力び CATV セット 
トップボックスに切り換わる 
ように設定する 

24 

S. DELAY 

音声を遅日せて映像に近づける 

DUAL PRG 

二重音声を切0換える 

DRCOMP 

ル音量時に聞さとりやすくする 

REMOTE 

U モコンコードを変更する 

2己 

PCM FIX 

入力を PCM に固定する 

24 

RESET 

購入時の設定に戻ず（リセット） 

2已 

EXIT 

設定モードを終了する 

イ 


《は調整び有効な場合のみ表示されます。 




[◄][►][▲][▼] で設定内容を変更 
し、[ミ央定]を巧ず 

•詳しくは23〜2已ページをご覧ください。 




戻る 

〇 

▼ 

設定を終える 


[戻る]を数回巧して " EXIT " 



を選び、[ミ夫定]を巧ず 


設定操作中に一つ前の画面に戻る/キャンセルずる：原る]を巧ず 





























































が設定を変更ずるには、巧に設定モードに入ってください。（一22ぺージ) 


ビエラリンク （ HDMI ) (一 20、21ぺージ）を使 
用しない場合は、 CTRL OFF " に設定してください。 

1. [◄][►] で “画， を選び、跌定]を巧ず 

2. [▲][▼] で “CTRL ON ” または 
“CTRL OFF ” を選び、跌定]を巧す 

C 口化 0 A /: 使5とさ（初期設定） 

CTRL OFF . 使わないとき 

(お知らせ） 

• この設定を有効にするには、設定変更をに、接続しているす 
ベての機器の電源を一度切ってください。 

• "CTRL OFF ' に設定すると ARC の機能び働かなくな0ます。 
必ず光デジタルケーブルを接続してください。（一》13ページ) 

テレビ音声を光デジタル入力に固定ずる 

当社製し U 外の ARC 対応テレビを接続している場合 
で、正しくテレビの音声び出力されないときは、光 
デジタルケーブルを接続し（一13ページ)、 OPT 
FIX " に設定してください。 

1. [◄][►] で '' TVAUDIO " を選び、欧赶を巧す 

2. [▲][▼] で "OPT 円 X " を還び、[ま定]を巧す 

AUTO HDMI ケーブルを通したデジタル 
音声入力 ( ARC ) を使用する 
(初期設定） 

OPT FIX 光デジタル入力端子を使用する 


[去'知らせ） 

AR 巳非対応のテレビと接続している場合、 ■ auto " に設定し pq 
ていてを光デジタル入力び選巧されます。 


1. [◄][►] で" MSS " または ‘‘TREB 
を選び、[決定]を押す 

BASS ほ音 
TRE 日 ' 高音 

2. [▲][▼] で調壁し、[決定]を押す 

調整範囲： -6 〜+6 
初期設定：0 

(お知らせ） 

低音の調整は、サブウー A — (SIV) の調整でをでさます。 
(一17ぺージ） 


_フ□ントスピーカーの音量バランスを調整ずる 

1. [◄][►] で " BALANCE " を選び、 
[決定]を押ず 

2. [◄][►] で調壁し、じ夫定]を押す 

し フロント スピーカー (左） 

R フロント スピーカー (ち） 

表示部のバーを左ちに動かすことで調整します。 

• L " に近づくにつれて、左に音び畜ります。 

• "/?" に近づくにつれて、ちに音び寄ります。 

(お知らせ） 

バーの表示は目安です。 


消費電力を抑える（エコモード） 

この設定をすると、サウンドモードび「切」のとを 
や " SraAKMRD ”、 “ NEWS ’ のとさに消費電力を抑え 
ることびでさます。 

1. [◄][►] で "ECO MODE " を選び、 

[巧定]を巧ず 

2. [▲][▼] で " OAT または " OFF " を選び、 
[決定]を押ず 

0/ V : エコモードを使用する（初期設定） 

OFF エコモードを使巧しない 

(お知らせ） 

ビエラリンク （HDMI) の「番組ぴった D サウンド（オートサ 
ウンド連携 )」 (-*■ 21ページ）を使用すると、効率良くミ肖費 
電力を抑えることびで走ます。 


ほ音や高音の音質を調壁する 


各 スピーカーの 距離の差をお正ず る _ 

ワイヤレスサラウンドスピーカー接続時（イ1己 
ページ）のみ、表示されます。各スピーカー（フロ 
ント、サラウンド）から視聴位置までの距離を設定 
することで、自動的に遅延時間を算出し、補正しま 
す。 

1. [◄][►] で " DISTANCE — を選び、跌定]を巧ず 

2. [◄][►] で關するスピ-力-を選び、跌赶細す 

FRT . フロントスピーカー 
SUR サラウンドスピーカー 

3. [▲] [▼] でさスピーカーか5視聴位置ま 

での距離を選び、[決定]を押す 

設定値： to 〜 W.Om 
巧期設定： フ□ントえ Om 
サラウンド 1.5 m 


HDMI による]ント□—ル機能の設定を変更ずる 


楽しむ 


本システムの設定を変更する 

























本システムの設定ををちずる（つづき) 

が設定を変更するには、巧に設定モードに入ってください。（一22ぺージ） 


自動で入力び CATV セットトップボッ 
_クスに切り換わるように設定ずる_ 

「本システムの HDMI 入力端テびすべて使用されて 
いる場合について」»1已ページ）の接続をした 
場合、この設定をすることで、テレビ（ビエラ）に 
合わせて本システムの入力も CATV セットボックス 
などに切り換えることびでさます。 

準備：1已ぺージの接続をしたを、テレビ（ビエラ) 
の入力を切り換え、 CATV セットトップボッ 
クスなどの画像を映ず 

1 . [イ] [►] で "STB AUTO " を選び、 
[決定]を巧す 

2. [▲][▼] で " SEr " を選び、 

[決定]を巧ず 

SET ■:自動的に入力び " AW 口- S 7 B " に切 
り換わるよラに設定する 
OFF :自動的に入力び AUX2 - STB" に切 

り換わるよラに設定しない（初期設定) 

(お知らせ） 

• 当社製テレビ（ビエラ）と接続している場合で、上記準備を 
しているとさのみ "STS/IUTO" び表おされます。 

• " SET " に設定した場合、 ">UW2" (イ18ぺージ）は、 
~ AUX 2 -STff と表示されます。 

• 設定後に接続を変更した場合は、一度 " OFF " に設定して 
占、ら再度 " SET " に設定してください。 


_音声を遅らせて映像に近づける_ 

映像び音声よりち遅れている場合に、音声を遅らせ 
て、映像に近づけます。 

1 . [◄][►] でぶ DELAY " を選び、 

[決定]を押す 

2. [▲] [▼] で設定を選び、[決定]を巧す 

AUTO (巧期設定)、 OFF 、 10、20、30、40、 
60、 80' 10 O ' 120、14 O ' 160、1抓、200 

[お知らせ） 

• ビエラリンク （HDMI) Ver. 3な降に巧麻の当社製テレビ（ビ 
エラ）を接続している場合に "ylUTO" を還ぶと、自動的に 
最適な値に設定されます。（オート U ッフシンク） 

• ビエラリンク （HDMI) Ver.3L ソ降に対応していない当社製 
テレビ（ビエラ）、もしくは当社製！;!外のテレビを接続して 
いる場合に ">»UTO" を還ぶと、 "40" (msec) に設定され 
ん5^ 〇 


_二重音声を切り換える_ 

AAC 、 ドルビーデジタル信号の二重音声を切り換え 
ることびでをます。 

1 . [◄][►] で “DUAL PRG ” を選び、 
[決定]を押す 

2. [▲][▼] で音声を選び、跌定]を押す 

MAIN . を音声（初期設定） SUB 副音声 
M+S : i +副音声 


ル音量時に聞きとりやすくする 

音声信号の最大音と最小音の差を圧縮し、音場に影響 
することなくル音量でちセリフを聞さやずくします。 
この機能に対応したドルビーデジタル信号にのみ有 
効です。 

1 . [◄][►] で " DRCOMP ” を選び、 
[決定]を押ず 

2. [▲][▼] で設定を選び、跌定]を押ず 

OFF ： 通常の再生（初期設定） 

STANDARD :音源に合わせた最適な再生 
MAX ： 常に最大圧縮 


_入力を PCM に固定する_ 

CD の曲の始めび途切れるときなどに設定してくださ 
い。 

1. [◄][►] で " PCM 円 X ” を選び、 

[決定]を押す 

2. [◄][►] で PCM に固定したい入力を 
選び、[決定]を押す 

入力： 7 V 、 DVD. AUX1、AUX2 

3. [▲][▼] で " CMV " を選び、 

[ま定]を押す 

ON 入 OFF :切（初期設定） 

(お知らせ） 

• "ON " に設定すると PCM 信号のみ再生されます。 

• ノイブび発をする場合は、 “ OFF 。 に戻してください。 
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便巧な機能 


購入時の設定に戻ず（リセット） 

本システムの設定を購入時の状態に戻します。 

1. [◄][►] で " RESET "" を選び、 

[ま定]を押す 

2. [▲][▼] で “ YES ” を選び、[決定] 

を押ず 

YES : U セットする A /0 : U セットしない 
•中止するには " N 0" を選びます。 

(お知らせ） 

• YES を選ぶと、すべての設定び1」セットされ、自動的 
に入力び ‘ぶ口の 1 の" になります。 

• - NO " を還ぶと、手順1.に戻 D まず 


_リモコンコードを変更する_ 

本システムのリモコンを使用ずると他の当社製機器 
( S ニコンや AV アンプなど）び動作することびあり 
ます。その場合は、本体とリモコンのリモコンコー 
ドを "/?£/! 佑>忙 2" に切り換えてください。 

本化側を設定ずる 

1 . [◄][►] で " REMOTE " を選び、 

[決定]を押す 

2. [▲][▼] で "REMOTE 2 " を選び、 
[決定]を押す 

REMOTE 1: U モコンコードを1にする場 
合。（初期設定） 

REMOTE 2 . U モコンコードを2にする場 
合。 

• リモコン側を設定ずるまでは、操作を終 

了でをません。 先に下記操作「リモコン 
側を設定する」を行ってください。 

リモコン側を設定ずる 

じ夫定]を押したまま [ BD / DVD ] を押す 
(4 秒 L ソ上） 

[テレビ]: U モコンコードを1にする場合 
(初期設定） 

[ BD / DVD ] : I 」モコンコードを2にずる場合 
• 手順2.で選んだコード番号と同じま号を 
選んでください。 



一時的に音を消す 


機能び働している間、表示部に " Mure " び点滅しまず。 

[消音]を押す 

ちラー度押ずと解除されます。 

(お知らせ） 

• 電源を切ると巧除されます。 

• 音量を調整するとお除されます。 


現巧の巧態を表示する 


現在の状態（音量、サウンドモード、入力信号）び 
順に表示されます。 

卜表示、一設定]を押す 

それぞれの項目を表示中に[-表示、一設定]を押 
すと表示中の項目のなの項目びま示されます。 

(表示例） 

な S 

曰ち 

• "VOLUME - 32" 

サウンドモード> 1目ぺージ） 

• ^^STANDARD^^ 

• " DOteypL ぶ"（ドルビープ□□ジック n ) 

• " DOteyw " (ドルビーパ'-チヤルスピーカー) 
など 

入力信号 

• "DOLBY DIGITAL 3/ 2.1" (ドルビーデジタル） 

て サブウー八一信号の数 
サラウンドのチトンネル数 

L フ□ントとセンターのチトンネル数 

• "DUAL PROGRAM / MAIN" (二重音声の受信状態) 

• ^^PCM2CH^\ " LPCM & fCH " (LPCM のチヤンネル数) 
など 

(お知らせ） 

• 入力信号ではヴンプ U ング周波数ち表示されます。 

(88.2 kHz 、 9目 kHz 時のみ） 

• 不明な信号び入力された場をはと表示されます。 



本システムの設定を変更ずる(っづき 
便利な機能 


巧 































->*T- rrirr 

曰ド 

アナ□グ音声入力（夕恼5 3、が部 4) 

光デジタル音声入力（テレビ、外部 2) 

映像•音声 

HDMI 入力 （ BD / DVD 、 夕側1 ) 
HDMI 出力 ARC 対応（テレビへ） 


仕様 


■ アンプ部 

実用最大出力合計値 285 W (非同期駆動、 JEITA ) 

実用最大出力 
フ□ント（し R ) 

目2 W +目2 W (1 kHz 、 4 0、非同期駆動、 」 EITA ) 

サブウー八一 

161 W (1 日日 Hz 、 6 0、非同期駆動、」曰 TA ) 

負巧インピーダンス 

フ□ント （ L / R ) 4 0 

サブウー八一 目0 

入力感度/入カインピーダンス 

が音区3、外部4 700 mVrms /3吕 kO 

信号巧雑音比 （ SN 比） 

BD / DVD 、 テレビ、が部1、が部2 96 dB 

I ^ーンコント□ール特性 

低音 ±目 d 目（已0 Hz ) ( JEITA ) 

高音 ± 6 d 目 (20 kHz ) ( JEITA ) 

入出力端子 


本システムは、ビエラリンク Ver .5 に対応しています。 

■ ラックシステム部 


■ スピーカー システム部 
SC-HTX 900 

フ□ントスピーカー部 （ L / R ) 

2ウェイ2スピーカーシステム（バスレフ型） 

8 cm コーン型ウー八一 X 2 
6 cm コーン型ツイーター X 2 

サブウー八一部 

1ウェイ2 スピーカー システム（バスレフ型） 

13 cm コーン型ウー八一 X 2 


フ□ントスピーカー部 （ L / R ) 

1ウェイ1 スピーカー システム（バスレフ型） 

目.己 cm コーン型フルレンジ X 2 

サブウー八一部 

1ウェイ2スピーカーシステム（バスレフ型） 

13 cm コーン型ウー八一 X 2 

■総合 

電源 AC 100 V 、己0/60 Hz 


消費電力（本体） 

90 W 

電源スタンバイ時の消費電力 

約0.0已 W 


■ 動作使用条件 

周囲溫度 0 て:〜 4 crc 

相対湿度 2日 G/o 〜8日％ (結露なをこと） 


ま） 

この仕様は、性能向上のため変更することがありま 
す。 


寸法（幅 X 高さ X 奥行） 

1620 mm x 

質量 

耐荷重量 
天板 

棚板、底板 


寸法（幅 X 高さ X 奥行） 

1300 mm 

質量 

耐荷重量 
天板 

棚板、底板 


mm X 458 mm 
約目目.日 kg 

120 kg 
12 kg 


448 mm x 420 mm 
約 4 已.日 kg 

80 kg 
12 kg 


SC-HTX 900 


MIS C 61000-3-2 適を品」 

:」侶じ日 1 日 00-3-2 適合品とは、日本工業規格 
「電礎両立性一第 3-2 部：限度値一高調波電流発 
生限度値 （1 相当たりの入力電流が2日 A 政下の 
機器)」に基づさ、商用電力系統の高調波環境目 
標レベルに適合して設計-製造した製品です。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製 
造されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Lo 呂 ic 及びダブル D 記 
号はドルビーラボラト U —ズの商標です。 


HDMI、HDMI Dd ； および High-Definition 
Multimedia Interface は、米国およびその他の 
国における HDMI Licensin 邑 LLC の商標また 
は、登録商標です D 


HDAVI Control ™ は商標です。 


米国特許番号己，4己1，目42;日月己目，674; 

己，974,380:己，吕78,7巨2: 6,487，己3己 ©ぶ 
び、その他米国ならびに外国で発行または保留 
となっている特許に基づ<許諾製品です 。 DTS 
およびシンボルは、 DTS 社の登録商標であり、 
DTS Digital Surround および DTS □コは同社 
の商標です。製品にはソフトウエアが含まれます。 
© DTS ， Inc . 無断複写-複製-転載を禁じます。 


SC-HTX 800 


SC-HTX 800 
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本システムで再をでをるデジタル信号 


■ AAC 

地上デジタル放送や目 S 放送など 

■ ドルビーデジタル 

ブルーレイディスク和 DVD など 

■ DTS 

ブルーレイディスク和 DVD など 

■ LPCM (2 チヤンネル） 

CD や DVD オーディオなど 

■ LPCM (マルチチヤンネル） 

ブルーレイデイスクや DVD オーディオなど 


(お知 S せつ 

• 光デジタル接続している場を、ヴンプ U ング周波数び 

48 kHz までの LPCM 〔マルチチヤンネル）信号と9巨 kHz 
までの LPCM 〔2チヤンネル）信号を再生することびでさ 
ふ 9 〇 

• 入力信号び48 kHz を越えるサンプリング周波数の場合に使 
用でホる■り、ノ ド効穿 

HDMI 接続：再生機器側で48 kHz に変換されるため、 
すべての機能び使用でさまず。 

光デジタル接続：サウンドモード、ドルビーバーチトル 
スピーカー、ドルビープ□□ジック n の 
機能は使用でをません。（自動的に解除さ 
れます。） 

2チトンネルのステレオ再生でお楽しみ 
<ださい。 

アナ□グ接続：すべての機能び使用でさます。 


■本システムは 3 D や x . v . Color、Deep Color に巧応していまず 

カラー 

x.v.Color 

広色域色空間の国際標準規格 rxvYCC 」 に準拠した製品の名称です。 

ディープカラー 

Deep Color 

对応するテレビやレコーダーなどに接続することで、より幅の広いカラーグラデーション （40 目目段階）を 
再生することがでさます。滑らかで複雑なグラデーションを表現し、搞模様状に見える色の変化を最小限に 
抑えた、抜群に深みのある、自然に近い色をお楽しみいただけます。 


Q&A 


(よくあるご質問） 


Q (質問） 

A 個答） 

マイクを接続したい。 

本システムには接続でをません。 

長時間使用ずると、本システムび熱 
くなるび、大丈夫か。 

大丈夫です。ただし、後面の排気礼を物でふさぐなど、放熱を妨 
げることはしないで<ださい。 

デジタル接続で、 DVD オーディオ 
を再生してち音が出ない。 

本システムは CPPM (著作権な護技術）に対応していますので、 
HDMI ケーブルで接続すると、 DVD オーディオの音声を楽しむ 
ことびでをます。（一13ぺージ） 

サラウンドスピーカーを追加して接 
続できるか。 

別売の SH - FX 70 を使用して、ワイヤレス接続がでさます。 

一 1目ぺージ） 

他のアンプやスピーカーを接続でを 
るか。 

本システムではでをません。 


お手入れ 


電源プラグをコンセントから抜を、乾いた柔らかい巧でふいてください。 

* ちれびひどいとさは、水にひたした巧をよく絞ってから巧れをふさ取り、そのあと、乾いた巧でふいてく 
ださい。 

•ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤などの溶剤は、か装ケースび変質したり、塗装びはげるおそ 
れびありますので使用しないでください。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、そのま意書をに従ってください。 


仕様/本システムで再生でをるデジタル信号/ 

GI & A (よくあるご質問) /お手入れ 
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巧障かな！？ 


修理を依頼される前に、この表で症状を確かめて < ださい。 

なお、これらの処置をしても直らない場合や、この表し U がの症状は、お買い上げの販売店にご相談ください。 


こんなとさは 

ここを処置-確認してください 

ページ 

電源げ入 5 ない。 

• 電源プラグがコンセントに正しく接続されているか、確認して 
<ださい。 

15 

機器の再生を始めてち音 
や映像び出ない。 

• 入力信号を正しく選択してください。 

• 消音を解除してください。 

• 本システムで再ちでさるデジタル信号か確認してください。 

• 機器やスピーカー端子にコードやコネクターび正しく接続され 
ているか確認してください。 

• (テレビ音声び聞こえない場合） ARC 非対応のテレビとの接続 
には光デジタルケーブルび必要です。詳しくは接続するテレビ 
の取扱説明書をご覧 < ださい。 

• 「入力を PCM に固定する」で " OFF " に設定してください。 

• 本システムの電源を r 切/入」してください。 

• スピーカーのテスト信号、スピーカーの調整を行ってください。 
• 接続経路に問題びない場合、ケーブルの異常かちしれません。 

お手持ちの他のケーブルで、再度接続を試みて< ださい。 

18 

2己 

27 

己、 

13〜15 

13 

24 

17 

リモコンが働かない。 

• 電池び消耗している場合は電池を交換してください。 

6 

DVD プレーヤーにマイ 
クを接続してカラオケを 
楽しもうとしたび、マイ 
クの音が出ない。 

• DVD プレーヤーと本システムをデジタル接続している場含は、 
マイクの音は出力されません。アナ□グ接続して<ださい。 

14 

DTS の音声び出ない。 

• 接続している映像機器のデジタル音声出力の設定が、ビット 
スト U —ムであることを確認してください。 

— 

DVD オーディオを再生 
してち音び出ない。 

• 光デジタルケーブルで接続した場合、著作権な護の理由などで 
音声び出ないディスクびあります。また、48 kHz を超える 
ヴンプ1」ング周波数の音声ち再生されないことびあります。 


音び出なくなった。 

("巧 7" び約 1 秒間表示 
される。） 

本システムは異常を検出ず 
ると、保護回路び働いて、 
電源を自動のに切りまず。 

• アンプの出力異常です。 

• 著しい大音量で聞いていませんか。 

• 異常に暑い場所で使用していませんか。 

• カーテンや異物により、排気礼をふさいでいませんか。 

づ原因を解消して、しばらく待ってから巧び電源を入れてください。 
(保護回路の動作び解除されます。） 

(それでち同じ現象び起こる場合は販売店にご相談ください。） 

- 

" F/ODDDD "が表示さ 
れる。 

(□ には " DSP ” ま 

たは .‘ HDMI " が表示され 
まず。） 

•電源を切り、電源プラグを抜いたラえで、販売店にご相談くだ 
さい。 

- 

" F 76" が表示される。 
(表示したあと、電源び切 
れまず。） 

• 電源プラグを抜いたラえで、販売店にご相談ください。 

- 

サラウンドで音び聞こえ 
ない。 

•サウンドモード、ドルビーバーチヤルスピーカー、 

ドルビープ□□ジック n を選択して<ださい。 

19 
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1 こんなとさは 

ここを処置-確認してください 

ぺージ 

占 

場 

サウンドモード、ドル 
ビーバーチャルスピー 
カー、ドルビープ □□ 
ジック n び使えない。 

• 光デジタル接続をしている場合、サンプ U ング周波数び48 kHz 
を超える LPCM 信号のとをは使用でをません。使用する場合は、 
再生機器側の 「 PCM ダウンサンプ U ング変換」などの設定で出 
力信号のサンプ U ング周波数を48 kHz に変換する設定にしてく 
ださい。詳し<は再生機器側の取扱説明書をご覧<ださい。 

14 


デジタル放送で二重音声放 
送の切り換えがでをない。 

• テレビ/レコーダーの音声出力からビットストリーム/ 
Bitstream ( AAC ) が出力される設定にしてください。 

— 

ま 


テレビの音声び音切れず 

• 音切れする場合、テレビ側の音声出力の設定を AAC にして< 
ださい。 

— 

H 

□ 

HDMI 接続で、始めの数 
秒間の音声が再生されな 
い。 

DVD をチャプターから再生した場合に起こることびあります。 
下の処置をして < ださい。 

①接続した映像機器のデジタル音声出力の設定をビット 
スト U —ム設定から PCM 設定にしてください。 

③ r 入力を PCM に固定する」で " OAT に設定してください。 

24 

正常に動作しない。 

• HDMI の入力端子と出力端子を間違えて接続すると、正常に動 
作しません。一度電源を切り、電源プラグを抜いてから接続し 
直してください。 

13 

ビエラ U ンク （HDMI) 

が働かな < なった。 

•「 HDMI によるコントロール機能の設定を変更する」で " C 7 WL 
ON" (使ラとを）に設定しているか確認してください。 

CTRL OFF" になっている場合は、 "CTRL ON" に変更して 
<ださい。 

•接続した機器側のビエラリンク （ HDMI ) の設定を確認してく 
ださい。 

• HDMI 機器の接続を変更したとをや停電やコンセントの抜を差 
しをしたとをなどにビエラリンク （ HDMI ) び動作しなくなる 
場合びあります。このとをは、し:!下の操作をしてください。 

- HDMI ケーブルで接続したすべての機器の電源を入れた状態 
で、テレビ（ビエラ）の電源を入れ直す。 

•テレビ（ビエラ）のビエラリンク （ HDMI ) を働かせる設定 
を一度「切」にした後、再度入れ直す。詳しくはテレビ 
(ビエラ）の取扱説明書をご覧ください。 

-テレビ（ビエラ）と本システムを HDMI ケーブルで接続して、 
テレビ（ビエラ）の電源を入れ、そのまま本システムの電源 
プラグを一度巧いてから接続し直す。 

23 

M 

1 

設置時はテレビ（ビエラ） 
が映っていたのに、映5 
なくなった。 

•本システムとテレビ（ビエラ）のみの組み合わせでご使用の場 
合、本システムとテレビ（ビエラ）を接続する HDMI ケーブルは、 
[ HDMI 出カテレビへ （ ARC 対応)]端子に接続してください。 


地上デジタル /BS 放送の 
番組で巧めの数砂間の音 
声び再生されない。 

•テレビ（ビエラ）のサウンドを"オート"から"スタンダード" 
に変更してみてください。詳しくはテレビ（ビエラ）の取扱説 
明書をご覧ください。 


DVD やブルーレイディ 
スクなどマルチチャンネ 
ルの音声が入ったソース 
を再生してち " SRD " の 
表示げ出ない。 

• ビエラ U ンク （ HDMI ) を使用している場合でテレビ（ビエラ） 

び r 音声をテレビから出す」に設定されているとさは、「音声 
をシアター （ AV アンプ）から出す」に設定してください。 

20、 2] 


故障かな。： 
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こんな表示び出た 6 


表示 

調べるところ-原因-巧策 

ぺージ 

CANCEL MUTE 
FUNCTION 
(スク □ー ル表示） 

• 消音中にテスト信号は出力されません。 

消音を解除してから操作してください。 

2己 

MUTE (点滅表示） 

• 消音中、常に表示されます。 

2己 

NOT CONDITIONAL 
(スク □ー ル表示） 

• 操作された機能は現在使用でをません。 

-ワイヤレスサラウンドスピーカーを使用している場合はドルビー 
バーチャルスピーカーは無効です。 

-マルチチャンネル信号には、ドルビープ□ロジック n は使用でを 
ません。 

-地上デジタル放送など AAC 信号のモノラル放送や音声多重放送 
にはドルビープ□□ジック n は使用でをません。 

-光デジタル入力から48 kHz を越えるヴンプ U ング周波数の信 
号び入力されている場合は、サウンドモード、ドルビーバーチャ 
ルスピーカー、ドルビープ□ロジック n は使用でをません。 

19. 27 

PCM FIX (点滅表示） 

• PCM 固定を解除してください。 

24 

SWITCH OFF POWER 
(スク □ー ル表示） 

• F 70 □□□□び表示されているとさは、電源し U がの操作はでをま 
せん。電源を切り、電源プラグを抜いたラえで、販売店にご相談く 
ださい。 


U30 REM2 

U30 REM1 

• U モコンコードを設定し、本体と U モコンのコードを合わせてくだ 
さい。 "U30REM2 - び表示された場合、「1」モコンコードを変更 
する」の「1」モコン側を設定する」の操作で U モコンコードを2 
に設定してください。 "U30REM1.’ び表示された場合も、同じよ 
ラに「1」モコン側を設定する」の操作で U モコンコードを1に設 
定してください。 

2己 

U701 

• HDMI 接続した機器が、本システムの著作権保護に対応していま 
せん。 

— 

U704 

• HDMI 接続で、本システムび対応していない映像フォーマットを 
受信しました。接続した機器の設定を確認してください。 

— 

U703 

• HDMI 接続で異常びあります。しツ下の処置をしてください。 

それでち直らないとをは、販売店にご相談ください。 

一接続した機器の電源を r 切/入」してください。 

- HDMI ケーブルを抜き差ししてください。 

一本システム出力側の接続台数び2台を超えないよラにしてくだ 
さい。 
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巧を上のご注意 


(必ずお守りください） 


人へのを害、財産の損害を防止ずるため、必ずお守りいただくことを説明していまず。 


誤った使い方をしたときに生じるを害や 
損害の程度を区分して、説明していまず。 


お守りいただく内容を次の図記号で説明し 


r 死 t や重傷を負ラおそれ 


胃 S びある内容」でず。 


「傷害を負ラことや、財産 
員胃び発をずる©それび 
ある内割でず。 


C 

電源プラグ 
を巧く 


異常-故障時には直ちにほ用を中止する 

呈常びあったとをには、 電源 プラグ 
を巧< 

•煙が出たり、異常なにおいや音び 
ずる 

参音声び出ないことびある 
参内部に水や異物び入った 
• 電源プラグび異常に熱い 
参本体に変おや破損した部分げある 

そのまま使ラと火災-感電の原因になります。 
•電源を切り、コンセントから電源プラグを抜 
いて、販売店にご相談ください。 


電源コード • プラグをお損するよラなことはしない 
(傷つける、加工する、熱お具に近ヴける、無理に 
曲げる、ねじる、引っ張る、重い巧を載せる、巧 
ねるなど） 

0 傷んだまま使巧すると、火災•感電•ショー 
卜の原因になります。 

•コードやプラグの修理は、販売店にご巧 
談< ださい。 


f 分解、巧ををしない 'I 


内部には電圧の高い部分びあり、感 
電の原因にな0ます。 

分解禁止 


V 

J 


内部に金属物を入れた D 、 化などのお巧を 
かけた日め6した D しない 

0 ショートや発熱により、火災•感電の原 
因になります。 

• 機器の上に水などの液体の入った容器 
や金属物を置かないで < ださい。 

_ • 特にお子様にはごま意くださしん_ 

fk い切コた電おは、ずぐにリモコンか6取^ 
D 出す 

〇 そのまま機器の中に放置すると、電池の 
液ちれや、発熱'破裂の原因にな D ます。 


ていまず。 （次は図記号の例でず） 

0 

してはいけない内容でず。 

〇 

実行しなければならない内容でず。 

A 

気をつけていただく内容でず。 

と 

電源プラグのほこ D 等は定期的にとる 

〇 

^ プラグにほこり等びたまる 

ス^ と、湿気等で絶縁不良とな 
ク^^-レ7’|り、乂巧の原因になります。 

1 • 電源 プラグを抜を、乾い 

\ た巧でふいてください。 


めれた手で、電源プラグの巧を差しはしない 

感電の原因になります。 


(!) 


めれ手禁止 


電源プラグはお元まで確実に差し込む 

差し込みび不完全ですと、感電や発熱によ 
る火巧の原因にな0ます。 

• 傷んだプラグ' ゆるんだコンセントは、 
使わないでください。 


〇 



コンセントや配線器具の定格を起えるほい 
かたや、交流100 V な巧でのほ用はしない 


0 



たこ足配線等で、定 
格を超えると、発熱 
による义災の原因に 
な0まず。 


雷び鳴った弓、本機や電源プラグに触れない) 

接触禁止 


感電の原因にな0ます 



ま全上の 
ご注意 


こんな表示び出たら/ 

ま全上のごま意 (必ずお守りください) 



































まを上のご注意（つづま) 

A 警告 


電池は誤つた巧いかたをしない 

0 参指定外の電池を使わない ♦ 金属製のネックレスやヘアピンなどといっ 

• 乾電池は充電しない しょに保管しない 

•加熱•分解したり、水などの液体や义の中へ•©と©ををに入れない 

入れたりしない •新-旧電池や違う種類の電池をいっしょに使わない 

•©と白を封金などで接続しない • 被覆のはびれた電池は使わない 

取り扱いを誤ると、液ちれ•発熱•発火•破裂などを起こし、火災や周囲ち損の原因になります。 

• 電池には安全のため被覆をかぶせています。これをはびすとショートの原因になりますので、絶対には 
びさないで < ださい。 


電池のおびをれたとをは、素手でさね6ない 


0 •液び目に入ったとさは、失明のおそれびあります。目をこすらずに、すぐにをれいな水で洗っ 
たあと、医師にご相談ください。 

• 液び身体や巧服に付いたとさは、皮膚の炎症やけびの原因になるので、されいな水で十分に洗 
い流したあと、医師にご相談ください。 


( テレビは転倒防止の処置をする 

地震やおモ様びよじ登ったり、背面よりをた 
れたりすると、転倒しけびの原因になります。 
•ま全のため、必ずキャスター座を取り 
付け、転倒防止ベルトでテレビとラッ 
クを固定してください。 

•テレビは、壁にも固定してください 。 _) 

( テレビはラック天おの中巧に設置する 

ラック天板の前面、後面よりはみ出して設置 
ずると、落ちたりしてけびの原因になります。 

設置したテレビびはみ出した場合、当た6 
ないよラにする 

倒れたり、破損してけびの原因になります。 


fil 転機能付の据置スタンド搭載のテレビほ 
用時は、回転範囲巧に手や物を置かない 

0 指をはさんでけびの原因になります。 

• 特にお子様にはごま意ください。 


V. _/ 

回転機能付のお置スタンド搭載のテレビほ1 
用時は、テレビび壁に当た6ないよラにラッ 
クを壁か6謎して設置する 

指をはさんでけびの原因になります。 

• 特にお子様にはごま意ください。 






A 注意 


が熱を巧ばない 

0 内部に熱びこちると、火 
災の原因になることび 
あります。 

• 後面の排気孔をふさびないで 
<ださい。 

• また、外装ケースび変あする原因に 
をなりますのでご;主意ください。 


^長期巧ほわないとをや、 
お手入れのとをは、電源 


プラグを巧< 


C 

電源プラグ 
を巧く 


通電状態で放置、保 
管すると、絶縁劣化、 
ろラ電などにより、 
火災の原因になるこ 
とびあ0ます。 


0由煙や湯気の当たるとこ 
ろ、湿気やほこ D のをいと 
ころに置かない 


0 電気び油や水分、ほこ 
りを伝わり、乂災•感 
量の原因になることび 
あ0まず。 


^コードを接続した巧態で^ 
移動しない 


0 接続した状態で移動させ 
よラとすると、コードび 
傷つさ、火が-感電の原 
因になることびあります。 
また、引つかかって、 
けびの原因になること 
びあ0ます。 


^異常に温度び高くなるとこ^ 

ろに置かない 


0 温度び高<なりすざる 
と、火災の原因になる 
ことびあ0ます。 
•直射日光の当たるところ、 
ストーブの近くでは特にご 
注意ください。 

•また、外装ケースや内部部 
品び劣化する原因にちなり 
ますのでご注意ください。 


^ラックの上に柔コた日、 
座ったりしない 


0 落ちたりして、けびの原 
因になることびあります。 

, • 特におモ様にはごま意ください。 


本システムのイラスト（姿図）は、イメージイラストであり、ご購入のちのとはお状び多少異なる場合びあ 
りますび、御了承ください。 

































A ミ主意 


天お•棚お-底おには指定した質量な上の 
機器を載せない 


0 


ラックに載せられる質量を超えて長期間 
使用されますと、破損してけびの原因と 
なることびあります。 

• 天板には;欠の数値を超える機器を載せ 
ないで < ださい。 

SC - HTX 900 ；120 kg 
SC - HTX 800 ； 80 kg 
• 棚板-底板には1 2 kg を超える機器を 
載せないでください。 

•天板には、テレビしがの物を置かない 
でください。 


不安定な場所に置かない 


0 


高い場所、水平がの場所、振動や衝撃 
の起こる場巧に置かない 

倒れたり落下すると、けびの原因になる 
ことがあります。 


設置や移動、キヤスター座の取口付けは 
2人な上で巧ラ 

0 1人で無理に行ラと、腰を痛めたり、け 
びの原因になることびあります。 

• キャスター座の取0付けは、必ず本文の 
説明に従って行ってくださし、。 


ラックを搬をした D 、 キヤスターを取りか 
してラックを移動するとをは、化ず指定さ 
れた部分を持って巧ラ 


〇 


指定された部分し U 外を持って移動する 
と、けびの原因になることびあります。 

• 持ちかたについては、おず本文の説明に 
従って行ってください。 


^ピーカーは内蔵のをのをほ用する ^ 

〇 内蔵！;(がのスピーカーを接続すると、ス 
ピーカーび発熱し、火災の原因になるこ 
とびあ0ます。 

J 


長期巧ほわないとまは、リモコンか5電おを 
取日出す 

〇 液ちれ '発熱•発火-破裂などを起こし、 
火災や周囲ち損の原因になることびあり 
ます。 

^-- 

^ャスター(ま）にはを油しない 

0 キャスター（車）のひび割れ、破損の原 
因となり、倒れたり破損してけびの原因 
になることがあります。 




う5-、ラックやガラスにをお•ひび割れ • 

割れび起こった場合は、ほ用しない 


0 


そのまま使用すると倒れたり、破損してけ 
びの原因になることびあります。 

• すぐに販売店へご連絡ください。 


テレビは片まつた載せかたをしない 


0 


倒れたり、破損してけびの原因になる 
ことがあります。 


ラックの設置時や扉の開巧時には、指をは 
さまれないよラにミち意する 


A 


，指はさみま意 


けびの原因になることびあります。 
• 扉の開閉はゆつくりとしてくだ 
さい。 


キャスター付をラックを移動するとをは、 
キャスター座を取0かす 

〇 キャスター座を取り付けたまま移動する 
と、倒れたり、破損してけびの原因にな 
ることびあります。 

• 段差のあるところやじゅラたんなどの柔 
らかいところでは、特にごを意ください。 
•キャスター座の取りがしは、おず本文 
の説明に従って行ってください。 




ラックの移動や設置時に、ラック下部の透 
を巧巧に足巧を入れない 

けびの原因になることびあります。 


0 


棚おが持部品、転倒防止ねじは、邦幼巧の 
手の届<ところに置かない 


0 


誤って飲み込むと、身体に悪影響を及ぼ 
す場合びあります。 

•万一、飲み込んだと思われるとさは、 
すぐに医師にご相談ください。 


、 

机 

を 

与 

を 


D 

た 

ブ 

ツ 

傷 

を 

扉 

ス 

ラ 

ガ 


誤に傷た傷ま 
を因でつ'り 
た原ど入とあ 
かのなびすび 
いびの傷まと 
使けも 'りこ 
0 、 た。はなる 
すり つい スにす 
であ。びさラ用損 
スびすとだガ使破 
ラれま'くたごに 
ガそりやでし間然 
化おあのいを期自 
強るびちな理長し 
はれとなけ処で行 
ス割こ利つ化態進 
ラとる鋭を強状びす傷新 
ガるな • • • 


て。 

禮 

こ< 
闻て 
売お 
販替 
'D 
は取 
合と 
場ス 
たラ 
つガ 
入い 
，びし 


0 


ま全上の 
ごま意 


ま全上のごま意 (つづさ) 
























保証と アフターサービス (よくお読みくださし、) 


修理-使いかた-お手入れなどは ▼お買い上げの際に記入されると便利です 


■まず、 お買い求め巧へご柏談ください 

販売店名 



電話 （ 

) - 


お買い上げ曰 

年月日 


修理を依頼されるとをは 

「故障かな！？」「こんな表示び出たら」 

(一28〜30ぺージ）でご確認のあと、 

直らないとさは、まず電源コードを抜いて、 

お買い上げ曰とちの内容をご連絡くださ 
い。 

参保証期間中は、保証書の規定に従って出張修理いたします。 

保証期間：お買い上げ曰から本体]年間 


• 製品名 

ホームシアターオーデイオ システム 

♦品番 

• 故障の状況 

できるだけ具体的に 


• 保証期間終了後は、診断をして修理でをる場合はご要望により修理さだていただきまず。 


《修理料金は;欠の内容で構成されています。 

I 技術料 I 診断-修理-調整-点検などの費用 
I 部品代 I 部品および補助材料代 
L ホ張料 I 技術ちをが遣ずる費用 


《補修用性能部品の保有期間 [ 8 W ] 

当社は、このホームシアタ ーオーデ イオシステム 
の補修用性能部品（製品の機能を維持するための 
部品）を、製造巧ち切り後8年な有しています。 


■ 転居や贈答品などでお困りの場合は、 次の窓口にご相談ください 

《「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。 


http://panasonic.jp/support/ 
参修理に関するご相談は . 


バナソニック 修理 ご 相談窓 □ 


電話茹ル函,01 20-878-554 

Essa SS 携帯電話 ■ PHS か56ご和巧になれまず。 

•上記電話番号びご利用いただけない場合は、 

各おの「修理ご相談窓□」におかけください。 


参使いかた-お手入れなどの 
ご相談は . 


《ご使用の回線 （ IP 電話やひかり電話など）によっては、回線のミ居雑時に数分で切れる場合びあります。 


【ご柏談窓□における個人情報のお取り扱い】 

パナソニック株式会社およびパナソニックグループ関係会社（じ(下「当社」）は、お客様の個人 
情報をパナソニック製品に関ずるご相談対応や修理サービスなどに利用させていたださまず。 
併せて、お問い合わせ内容を正確に把握ずるため、ご相談内容を録音させていたださまず。また、 
折り返し電話をさせていただくとさのために発信番号を通知いただいておりまずので、ご了を 
願います。当社は、お客様の個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託ずる場合や正当な理 
由びある場合を除さ、第=ちに個人情報を開示-提供いたしません。個人情報に関するお問い 
合わせは、ご相談いたださました窓□にご連絡ください。 


バナソニック お客様ごホ目談センター S 付記苗|〇時 


電話 


フリー 
ダィャル 




-878-365 

PHS からをご利用になれます。 

■上記香号がご利用いただけない場さ 06-6907-1187 
■ FAX フ U- ダイヤル画0120 -878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 
Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 
Open: 9:00 -17:30 (closed on Saturdays /Sundays / national holidays) 
※上記の內容は、そ告なく変更する場合びあります。ご了承ください。 
























■各地域の修理ご相談窓 □ ※電話番号をよくお確かめの 上、 おかけください。 

•地区-時間帯によって、集中修理ご相談窓口に転送させていただく攝合げございます。 



札 

幌 

巧 

(011)894-1251 

札幌市厚別区厚別南 2 T 目1 7-7 

化お道地区 

旭 

川 

巧 

(01 6 色) 22-3011 

旭…市2条通1己 T 目]166 

帯 

広 

巧 

(0155)33-8477 

帯広巿西2日条北2 了目 23-3 


函 

館 

巧 

(0138)48-6631 

函館巿西梧梗已8目香地241(函館流通卸センター内） 


青 

森 

巧 

(017)77 己- 0326 

青森巿大字お田字豊田364 


が 

田 

巧 

(018)868-7008 

が田市が巧"1字か谷地 3-1 

東北地区 

岩 

手 

巧 

(019)645-6130 

盛岡市厨りに T 目]-43 

宮 

城 

巧 

(022)387-1117 

仙台市宮城野区扇町 7-4- 18 


山 

お 

巧 

(023)641-8100 

山お市平清水 1 T 目 1-75 


福 

島 

巧 

(024)991-9308 

郡山市亀田] T 目己1-]己 


栃 

木 

巧 

(028)689-2 曰 5 己 

宇都宮市上戸祭 3 T 目 3-1 目 


群 

馬 

巧 

(027)254-2075 

前橋市箱田町32已 -] 


巧 

城 

巧 

(029)864-87 已 6 

つくば市筑穂 3 T 目]己-3 


埼 

玉 

巧 

(048)728-8960 

桶リ1市赤堀 2 T 目 4-2 

首都圏地区 

千 

葉 

巧 

(043)208-6034 

千葉市中央区末広5 了目 9-5 


東 

京 

巧 

(03) 己 477-9700 

東京都世田谷区宮坂2 了目 26-1 7 


山 

梨 

巧 

(055)222-5822 

甲府市宝 1 T 目 4- 13 


巧奈川 

巧 

(045)847-9720 

横浜市港南区曰野已了目 3-1 巨 


新 

漏 

巧 

(025)286-0180 

新瀉市東区東明] T 目 8- 14 


石 

川 

巧 

(076)280-6608 

金沢市玉鋒 2 T 目266番地 


屋 

山 

巧 

(076)424-2 已 49 

富山市根塚町 1 T 目 1-4 


福 

井 

巧 

(0776)21-0622 

福井市問屋町 2 T 目14 


長 

野 

巧 

(0263)86-9209 

松本市寿北 7 T 目3-]] 

中部地区 

静 

岡 

巧 

(054)287-9000 

静岡市莫区千巧田 7 T 目7-己 


愛 

巧 

巧 

(052)819-0225 

名ち屋市瑞穂区蓝入町 8- 10 


阪 

阜 

巧 

(058)278-6720 

岐阜市中蘭 4 T 目42 


局 

山 

巧 

(0577)33-0613 

高山市花岡町 3 T 目8吕 



重 

巧 

(059)254-5520 

津巿久居野村町字山神421 


滋 

ホ B 

巧 

(077)582-5021 

守山市水保町] 1 己6番地の] 


京 

都 

巧 

(075)646-2123 

京都市南区上鳥羽中河原3番地 

近畿地区 

大 

阪 

巧 

(06)6359-6225 

大販市城東区関目2了目1己-己 

奈 

良 

巧 

(0743)59-2770 

大和郡山市筒井町8日日番地 


和歌山 

巧 

(073)47 己- 2984 

和歌山市中島4目目-] 


巧 

庫 

巧 

(078)796-3140 

巧戸市須磨区弥栄台 3 T 目] 3-4 


鳥 

取 

巧 

(0857)26-969 已 

鳥取市安長2日己-] 


ホ 

子 

巧 

(0859)34-2129 

米モ市米原 4 T 目 2-33 


松 

江 

巧 

(0852)23-1128 

秘江市平成町182香地14 

中国地区 

出 

雲 

巧 

(08 己 3)21-31 33 

出雲市渡橋町 41 目 

浜 

田 

巧 

(08 己 5)22-6629 

お田市下府町3吕7-目3 


岡 

山 

巧 

(086)242-6236 

岡山市北区田中138-]] 0 


広 

島 

巧 

(082)295-5011 

広島市西区南観音 1 T 目] 3-日 


山 

□ 

巧 

(083)973-2720 

山口市ル郡下郷吕 20-1 


香 

川 

巧 

(087)868-6388 

高松市赖使町15吕 -2 

四国地区 

徳 

島 

巧 

(088)624-0253 

徳島市沖浜 2 T 目3目 

高 

知 

巧 

(088)834-3142 

高知市仲田巧 2- 16 


愛 

媛 

巧 

(089)905-7544 

愛媛県伊予郡抵部町 V 倉7己-] 


福 

岡 

巧 

(092)593-8002 

春曰市春曰公園 3 T 目48 


化 

ヵロ 

巧 

(09 已 2)26-91 己 1 

佐賀市鍋島町大宇 V 戸字上深町3044 


長 

崎 

巧 

(095)830-1 6 己 8 

長崎市東町1目1目-1 


大 

分 

巧 

(097) 曰 56-381 己 

大分市款原 4 T 目 8-3 已 

九州地区 

宮 

崎 

巧 

(0985)63-1213 

宮崎市本郷北ち字草葉 2099-2 


熊 

本 

巧 

(096)367-6067 

熊本市健軍本町1吕 -3 


天 

草 

巧 

(0969)22-3125 

天草市港町 18-1 1 


鹿 巧島 

巧 

(099)250- 己 6 己 7 

鹿括島市与次郎 1 T 目 5-33 


大 

島 

巧 

(0997)53 -已 101 

奄美市名瀬朝仁町] 1-2 

沖お地区 

沖 

縄 

巧 

(098)877-1207 

浦添市城間 4 T 目 23-1 1 



所在地、電話番号は変更になることがありまずので、あらかじめご了承ください。 

最新の r 各地域の修理ご相談窓□」はホームぺージをご活巧ください。 http://panasonic.co.jp/cs/service/area.html 1109 


保証とアフタ—ヴ—ビス(ょくぉ読みください一 
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バナソニックの会員サ仆 rCLUB Panasonic 」 でに" 愛用者登録」 をしてくださし、 


お宅の家電情報をまとめて登録管理！エンジョイポイントをためてプレゼントに応募! 
アンケートにもご協力をお願い申し上げます。 


□ 


http :// dub . panasorHC . jp / 

http :// mobNe . dub . panasonic . jp / 



※このサービスは WEB 限定のサービスです。 


—この マー クびある場合は一 


ヨー □ツバ連合 W 外の国の廃棄処分に関ずる情報 



このシンボルマークは EU 域内での 
み有効です。 

製品を廃棄する場合には、最寄りの 
市町村窓□、または販売店で、正し 
い廃棄方法をお問い合わせください。 


愛情点検 

長年ご使用の ホームシアターオーデイオシステムの 点検を！ 

ク 

こんな症:!犬 
はあ 0 ませ 
んか 

•煙び出たり、異常なにお 
いや音びする 

• 音声び出ないことびある 
• 内部に水や異物び入った 
• 本体に変おや破損した部 
分びある 

• その他の異常や故障びあ 
る 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止の 
ため、電源を切り、 
コンセントか6電 
源プラグを抜い 
て、必ず販売店に 
点検をご相談くだ 
さい。 


便利メモ （おぼえのため、記入されると便利でず) 


販売店名 

巧 （ ) - 

品 番 


お客様 
ご柏談窓 □ 

巧 （ ) - 

お買い上げ日 

年月日 


パナソニック株式会社 

AVC ネットワークス社ネットワーク事業グループ 
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